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NPO法人いるかの支援事業は、フー
ドバンク機能を中核とし、139団体へ
の物資提供を通じて延べ47,843世帯
に間接支援を行うとともに、フードパ
ントリーや緊急支援宅食等により延
べ10,415世帯へ直接支援を実施して
いる。

これにより、年間延べ58,258世帯に
対して食支援を提供し、支援回数は
1,312回にのぼる。

活動概要

食支援を入口として困窮家庭との接
点を創出し、アウトリーチにより信頼関
係を構築することで、生活課題の把握
と行政・福祉サービスへの接続を実現
している。

さらに、学習支援や居場所支援と組み
合わせることで、子どもの成長と家庭
の安定を支え、貧困の連鎖解消に向
けた包括的支援モデルを構築してい
る。

フードバンクの直接支援と間接支援 行政・福祉サービスと包括的支援モデル





食糧支
援

学習支援 アウトリーチ

58,258
世帯

子育て延べ世帯数

5,887
人

子どもの延べ人数

7,651

子どもの延べ人数

2025年度実績

人



九州圏域（福岡県除く）連携・支援マップ

企業様、団体様、
個人の方

フードバン
クいるか

行政、

社会福祉協議会

学校、保育

基幹相談支援センター、
包括支援センター

災害支援

福祉施設

ご寄付先の流れ

多くの企業様、団体様、個人の方から寄付を頂 き、社会福祉協議会
や行政機関等の公共機関を 通じて、物資を必要とされている方に配
布。
ま た、九州の各子ども食堂等への物資の提供、運 営サポートも実施



ご寄付先

〇実支援団体数 139 団体

〇内訳・・こども支援団体（こども食堂・居場所） 91団体、

行政・社会福祉協議会 31団体

社会福祉施設 15団体

災害支援 2団体

〇支援地域・・福岡市 ・飯塚市 ・小郡市 ・中間市 ・うきは市 ・大牟田市 ・筑後市 ・八女市

・大川市 ・大野城市 ・筑紫野市 ・朝倉市 ・古賀市 ・福津市 ・直方市

・春日市 ・糸島市 ・宮若市 ・那珂川市 ・大刀洗町 ・糟屋郡粕屋町

・糟屋郡篠栗町 ・鞍手郡鞍手町 ・佐賀県鳥栖市 ・佐賀県唐津市 ・佐賀県基山町

・佐賀県佐賀市 ・鹿児島県姶良市 ・宮崎県宮崎市 ・長崎県長崎市 ・熊本県玉名市

・熊本県八代市・熊本県熊本市



フードバンク 74t

種類別ご寄贈詳細

種類 重量（kg) 個数

お米 24,507

食料 30,594 99,387

お菓子 3,075 80,737

飲み物 7,724 20,518

その他（衣類、日
用品等）

8,100

合計 74,000 200,642

お米

24,507

食料

30,594

お菓子

3,075

飲み物 7,724

その他（衣類、日用品等）

8,100
重量（kg)



困窮世帯への直接配送
で確実に支援を届けます

フードパントリー

公民館等での予約制配
布で混雑を避けて提供

子ども食堂

地域の子育て世帯への
継続的な食事支援

対面またはオンライン
で講師と1対1で学習

学習支援時の
食品提供

アウトリー
チ、緊急宅食



■ 直接支援（いるかによる支援）
延べ支援世帯数：10,415世帯 延べ支援回数：819回
・こども食堂・居場所：4,161世帯 ・フードパントリー：3,046世帯
・緊急宅食支援（ウクライナ避難者含む）：1,166世帯
・学習支援時の食品提供：2,042世帯

支援実績

■ 間接支援（団体経由）
延べ支援世帯数：47,843世帯 延べ支援回数：493回

■ 間接支援（団体

経由）

47,843

■ 直接支援（いる

かによる支援）

10,415

いるか直接・間接支援実績
合計58,258世帯

こども食堂・居場所

4,161

フードパント

リー3,046

アウトリーチ（訪

問、緊急宅食支

援、ウクライナ避難

民支援）

1,166

学習支援時の食品提

供2,042

直接支援詳細
合計10,415世帯







ご寄付

子ども食堂

活動風景

下山門 赤坂

トヨタ自動車九州(株)様カルビー株式会社様

フードパントリー

多々良公民館 飯塚市二瀬交流センター

クリスマスケーキ、ハロウィンイベント

NTT西日本株式会社様

・地下鉄沿線３３ヶ所居場所



食糧支援 アンケート

あまり変わらない
4%

わからない
3%

少し増えた
46%

大きく増えた
19%

変わらない
28%

食支援をきっかけに、親子の会話や

コミュニケーション量に変化はありま

したか

ぜひ継続して利

用・参加したい
77%

可能な範囲

で利用・参

加したい
15%

継続利用は難しい
1%

今後検討したい
1% 条件が合えば利

用・参加したい
6%

このような支援の場があれば、

今後も利用したいと思いますか。



【食糧支援を受けた方たちからの声】

普段買えない食品やお菓子をいただき、子どもが喜んでいます

支援を通じて「つながり」や「支えられている実感」が得ら
れています

クリスマスケーキなどの特別な体験が思い出になっています

食べ物への感謝の気持ちが育まれています

食費の負担が軽減され、家計に少し余裕ができました
特に「お米」「お弁当」「日常的な食品」の支援が大きな助
けになっています

子どもがしっかり食事をとれるようになりました

親子の会話が増えて、子どもが自分で食事を準備する機会が
増えました

■ 全体傾向

◎生活維持・食費軽減への効果が
大きい

◎子どもの食生活・心理面にも
好影響

◎「つながり・居場所」としての
価値

一方で
→ アクセス
（支援する場所・時間・回数）に
はまだ課題がある



Askマナビバ

1,030名 質問対応チャット数 9002

対面授業

１城南区ひだまり ２早良区YOKAYOKA
３さいとぴあ ４南市民センター ５百道寮
６博多市民市民センター ７城南市民センター
8西市民センター ９なみきスクエア

2,225名 419回

１福岡市下山門 ２福岡市下山門11区
３自宅参加
４佐賀県 ５熊本県 ６茨城県
７須恵町 ８糟屋町 ９上西郷 １０飯塚市

2,632名 907回

ボランティア参加実績

■マナビバ：対面・オンライン

（ボランティア参加のべ数）
総合計 のべ3,538名

学校の宿題など、生徒自身が学習したいものを選び、
対面またはオンラインで講師と1対1で 学習を行う

オンライン

授業活動

対面

2,225

オンライン

2,632

ASK‼マナビバ

1,030

LINEを使った質問サポートシステム 24時間
いつでも先生に質問が可

Ask!!マナビバ

対面授業とオンライン授業活動







南市民センター さいとぴあ 城南市民センター

なみきスクエア

博多市民センター

石川マナビバ

活動風景

Ask!!マナビバ



【学習支援を受けた方たちからの声】

わからないところをわかるようになるまで教えてもらえることが嬉し
いです

優しく丁寧に接してもらえるので安心して学べました

学校以外の安心できる居場所ができました

楽しく通えています。こどもの笑顔が増えました

支援のおかげで志望校に合格できました

勉強時間が増え成績も上がりました

受験で高得点が取れ自信につながりました

■ 全体傾向

◎学習習慣の定着・成績向上への
効果が大きい

◎受験対策として合格・進路実現に
寄与

◎「安心して学べる居場所」としての
価値

◎指導者との関係性が学習意欲向
上に影響





【アウトリーチ・ウクライナ避難民支援事業】

合計 7,651人

アウトリーチ

2,098

宅食

3,328

弁当

1,380

ウクライナ避難民支援

847







【アウトリーチ支援者からの声】

食糧支援をきっかけに、保護者の支援への抵抗感が軽減。
困りごとがあった際に自発的に相談が寄せられるようになり、早期
対応が可能となった。

支援の継続により関係性が深まり、経済面など踏み込んだ相談が
可能に。
表面的な課題だけでなく、本質的な問題にも向き合えるようになっ
た。

多子世帯で生活に余裕がなく、進学を諦めかけていた子どもに対
し、食糧支援を実施。
生活の安定とともに気持ちにも余裕が生まれ、受験に前向きに取
り組む姿勢が見られるようになった。

家庭状況が把握しづらい世帯に対し、食糧支援を活用して訪問。
子どもが家事を担っている状況など実態把握につながり、継続的
な支援の必要性を確認できた。

■ 全体傾向

◎支援受入れの改善により、継続的
な関わりが可能に

◎生活の安定・安心感の向上によ
り、精神的余裕が生まれている

◎子どもの生活改善（食生活・登校・
家庭環境）への効果

◎訪問・相談・関係機関連携など支
援の多層化が進展


